
多⾯的機能⽀払交付⾦（H21〜）
・地域共同による農業水利施設等の維持管理や

地域ぐるみの景観形成活動等を実施

ヒマワリの植栽

【⾼収益作物の⽣産拡⼤】
○ 区画整理や⽤排⽔路の整備、農道整備等により、キャベ
ツや⽩菜の⽣産が拡⼤、九州でトップクラスの⽣産量を誇
るまでに成⻑

○ 畑地かんがい施設の整備を通じた⽤⽔の安定確保を通じ
てキャベツの⽣育が促進され、⼤⽟化が実現

【逆境の克服 〜 地域の活性化】
○ キャベツの連作障害防⽌も兼ねて 1,100万本／80haの

ヒマワリを植栽した「きゃべつ畑のひまわり祭り」に
は、1万５千⼈が来場（開催当初(Ｈ22)は 600⼈）

○ 畜産農家からの堆肥供給も再開され、耕畜連携による環
境保全型農業が展開

○ H26、農林⽔産祭むらづくり部⾨で「内閣総理⼤⾂賞」
を受賞

 シラス、⾚ホヤ⽕⼭灰⼟といった
特殊⼟壌地帯に加え、区画整理・
排⽔路等が未整備

 S48〜58に特殊農地保全整備事業
を実施

 野菜作の規模拡⼤、機械化の進展
により、かんしょ中⼼の作付から
キャベツやはくさいを中⼼とした
作付へ移⾏

 畑地かんがい施設が未整備であ
り、たびたび⼲ばつ被害が発⽣

 畜産業も盛んな地域であり、畜産
農家から供給される⽜や豚の堆肥
を使⽤

○ 新規用水の確保や区画整理を通じてキャベツなど高収益作物の生産を振興し、九州トップクラスの産地を形成。
○ 口蹄疫被害に見舞われた町を元気にするため、農家がキャベツ畑にひまわりを植栽し、地域イベントを開催。
○ 商標登録（ひまわりキャベツ）やご当地グルメの開発など町ぐるみの取組を推進し、地域の活性化を実現。

未曾有の被害を乗り越えよう キャベツ農家の復興まちづくり
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【宮崎県･高鍋町】

国営かんがい排⽔事業（H8 〜 25）
畑地帯総合整備事業（H24 〜）

・新たな水源としてダムを整備するとともに、
自然圧で用水を供給するためパイプライン化

生産力の低い土壌地帯 新規水源の確保とパイプライン化
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取 組 前 取 組 後取組内容

畜産農家との連携

環境保全協議会の設立

3 5

【営農規模】332ha（うち⽔⽥123ha）
【経営体数】37経営体（うち法⼈経営2法⼈）
【作 ⽬】キャベツ80ha,はくさい48ha,茶24ha

その他（芝,かんしょ,だいこん等）

整備前

切原ダム 大内ファームポンド

整備後

天水依存の不安定な農業経営

イベント終了後には、
キャベツ畑に鋤込み、
緑肥として利用
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高鍋町のキャベツ販売額(推計)

【出典】 市町村集計による野菜生産出荷実績

※１）販売額＝販売量×販売単価
※２）販売単価は県販売額から平均単価を算出

高収益作物の生産拡大と地域の活性化

（百万円）

排水路の土砂上げ



キャベツを直接販売して
欲しいといった消費者の声
を受け、収穫作業中の畑に
のぼり旗を⽴て、訪れる⽅
にその場で収穫した新鮮な
キャベツを販売しています。

◆ 収穫作業中の畑で直接販売

H22に発⽣した⼝蹄疫により、町内の全ての⽜や豚が
殺処分されたほか、堆肥の移動も制限されました。未曾
有の被害で町全体の活気がなくなる中、町を元気にしよ
うと協議会の農業後継者が中⼼となり、様々な取組が開
始されました。

◆ 誰がどのように ･･･？

かん⽔、無かん⽔のほ場を設けて試験
栽培を⾏い、農家の皆さんに対し、かん
⽔による増収、品質向上等の効果を定量
的に⽰したところ、事業への期待が⾼ま
りました。

◆ 実証ほ場でかん水効果をＰＲ

畑地かんがい施設が
未整備であり

たびたび干ばつ被害
が発生

きっかけ
○ 既存施設を活用しなが
らダムを整備し、新たな
水源を確保

〇 自然圧で用水を配水で
きるよう、ファームポン
ドやパイプラインを整備

Step１ （H８〜）

基盤整備の実施

今
後
の
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望

○ 畜産農家からの堆肥供給が
途絶えたため、緑肥として活
用できるヒマワリを植栽

○ 以後、商工団体、観光協
会、地元建設会社等が参画
し、町を挙げた「きゃべつ畑
のひまわり祭り」として定着

Step３ （H22〜）
地域イベントの開催

☑ 儲かる農業の実現に向けて、6次産業化

や集落営農を推進

☑ 地域の更なる活性化に向け、町内の事業

者とともに農産物加工品を開発するなど、
農商工連携を推進

将来に向けて
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○ 畑地等の保全を目的と
した多面的機能支払活動
に取り組む協議会を設立

○ 協議会は、茶・畜産農
家、非農家等の協力を得
ながら、道水路の土砂上
げや草刈り等を実施

Step２ （H21〜）

環境保全協議会の設立

○ 町内の女性農業者が、
女性グループ「農奥」を
結成し、キャベツの消費
拡大に向けた取組を推進

○ ひまわり祭の広報や料
理教室などの活動を実施

Step４ （H22〜）

女性農業者の活躍

キャベツ畑に広がる
巨大な｢ひまわり迷路｣
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Step５ （H24〜）

高 付 加 価 値 化

○ 商工会議所が中心とな
り、キャベツをメイン食材
とし、地場産の牛・豚・鶏
を使用したご当地グルメ
「高鍋ロールキャベツ丼」
を開発し、町内の飲食店で
提供

○ 緑肥としてヒマワリを植
栽した畑で収穫されたキャ
ベツを「ひまわりキャベ
ツ」として商標登録

○ 収穫祭を開催し、キャベ
ツ産地をＰＲ

高鍋ロールキャベツ丼
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